
 

 

 

 

もうすぐ１年も終わりに近づきました。１２月は「師走」と言われています。「師走」に

は色々な説があります。そのうちの一つとして１２月は大掃除、大晦日、正月の準備などす

ることがたくさんあり、時間が走るように過ぎ去っていくという説があります。そんな忙し

い時期だからこそ、自分の体を考えて元気に過ごせるようにしましょう。 

ウイルスをはねかえす   ウイルスを体にいれない   ウイルスを少なくする 

 

もしも、朝から調子がおかしいかな？と思ったら、体温を測ってみてください。３７．５

度以上であれば病院にいくことをお勧めします。 
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ノロウイルスについて 
冬の時期はノロウイルスなど感染性胃腸炎がまん

延しやすい時期だといわれています。 

ノロウイルス感染症にかかると、「気持ちが悪い・吐

き気」「腹痛」「ゲリ」「おう吐」などの症状が起こり

ます。 

感染の経路は、①汚染されたカキなどの二枚貝を加

熱不十分で食べたとき、②感染した人の便や吐物から

感染したとき、また人の手から手へ接触感染します。 

 予防方法は、手洗い・うがいをすることです。食事

をする前、トイレの後、外から帰ってきたら、手洗い・

うがいを忘れずにしっかり行いましょう！ 

 

ノロウイルス・感染性胃腸炎・ウイルス性胃腸炎は出席停止です。医師が病院に行って

いいという許可がでるまで休養をしてください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬の必需品とも言える、様々な暖房器具ですが、

気持ち良くて、つい長時間使ってしまうこともあ

りますね。実はそこに、思わぬ落とし穴がありま

す。「適度な暖かさ」と感じていても、長時間あた

っていると、やけどと同じ症状になってしまうこ

とがあります。さらに低温であるために暑さ・痛

みを感じにくく、自分でも気がつかないうちに重

症化してしまうこともあります。暖房器具などを

使うときには工夫して使うようにしてください。 

 

喉には繊毛（せんもう）という器官があって、

粘液と一緒になって、入ってきたウイルスを外に

出す仕組みがあります。冬は空気が乾燥していま

す。乾燥した空気を吸い続けると粘膜が乾いて傷

つき、繊毛と粘液の仕組みが上手く働かなくなり

ます。うがいは口や喉の湿り気を取り戻す効果が

あります。 

う が い の 効 果 


